
イイエス様
さま

への 

     おくり物
もの

！

イエス様
さま

：わたしは、クリスマスも、

おくり物
もの

を もらうのも、大
だい

好
す

きだよ！

 わたしが もらって うれしいのは 

どんな クリスマス・プレゼントか、

知
し

りたいかい？ いくつか 

ヒントを あげよう。



「すべての 人
ひと

に 福
ふく

音
いん

を 宣
の

べ伝
つた

えよ。」（口
こう

語
ご

訳
やく

聖
せい

書
しょ

、マルコによる 福
ふく

音
いん

書
しょ

16:15）

 わたしを 知
し

るようになった 一
ひとり

人一
ひとり

人が、貴
き

重
ちょう

な おくり物
もの

だ！ 君
きみ

が 

だれかに わたしの 愛
あい

を 伝
つた

え、その人
ひと

たちが わたしを 受
う

け入
い

れるために

祈
いの

ると、わたしは その人
ひと

たちへの 特
とく

別
べつ

な 愛
あい

を 注
そそ

ぎ入
い

れることが 

できるように なるんだ。わたしを 受
う

け入
い

れる その時
とき

だけじゃ 

なくて、それから ずっと、永
えい

遠
えん

にね。

イエス様
さま

についての

メッセージを 読
よ

んで

みませんか？

とっても

きれいな

クリスマスの

 絵
え

ね！

わたしを 分
わ

かち合
あ

うという おくり物
もの



賛
さん

美
び

と あがめることの おくり物
もの

「わたしは 常
つね

に 主
しゅ

を 

ほめまつる。その 賛
さん

美
び

は 

わたしの 口
くち

に 絶
た

えない。」

（口
こう

語
ご

訳
やく

聖
せい

書
しょ

、詩
し

篇
へん

 34:1）

 君
きみ

たちへの わたしの 最
さい

初
しょ

の

クリスマスプレゼントを 

感
かん

謝
しゃ

して、賛
さん

美
び

しなさい。

 その おくり物
もの

が 何
なん

だったか、

知
し

ってるかい？  この 

わたしだよ！

君
きみ

たちの 賛
さん

美
び

は、わたしに 大
おお

きな 喜
よろこ

びを もたらして

くれる。また それは、君
きみ

たちと わたしを 近
ちか

づけて 

くれるんだ。すると わたしも、もっと たくさんの 喜
よろこ

びを

君
きみ

たちの 心
こころ

に 注
そそ

げるようになるんだよ。

イエス様
さま

、ずっと

昔
むかし

地
ち

上
じょう

に やって

 来
き

てくださったことを、

感
かん

謝
しゃ

します。

今
こん

週
しゅう

 過
す

ごせた 

  楽
たの

しい時
とき

も、

 感
かん

謝
しゃ

します。

おいしい 

クリスマスケーキを 

作
つく

ってくれた ママを 

感
かん

謝
しゃ

します！

犬
いぬ

が わたしの

ケーキの 最
さい

後
ご

の 一
ひと

口
くち

を

食
た

べちゃったけど、すねたりしない

ように 助
たす

けてくださったことを

感
かん

謝
しゃ

します。

夕
ゆう

べは みんなで

楽
たの

しく ボードゲームが

できたことを

感
かん

謝
しゃ

します！



ゆるしの おくり物
もの

父
ちち

よ、彼
かれ

らを 

おゆるしください。彼
かれ

らは 

何
なに

を しているのか、わからずに 

いるのです。1

人
ひと

よ、あなたの 罪
つみ

は 

ゆるされた。2

「たがいに 情
なさ

け深
ぶか

く、あわれみ深
ぶか

い 

者
もの

と なり、神
かみ

が キリストにあって

あなたがたを ゆるしてくださった

ように、あなたがたも たがいに 

ゆるし合
あ

いなさい。」（口
こう

語
ご

訳
やく

聖
せい

書
しょ

、

エペソ人
びと

への 手
て

紙
がみ

 4:32）

 だれかが 君
きみ

に 対
たい

して した

まちがいを ゆるすなら、君
きみ

は、

わたしが 君
きみ

を ゆるしたことを

感
かん

謝
しゃ

している しるしとして、

わたしに おくり物
もの

を している

ことに なるんだよ。

1 ルカ 23:34
2 ルカ 5:20b



君
きみ

の レゴの 宇
う

宙
ちゅう

船
せん

 こわしちゃって、ごめん。

こ、こわす つもりは

なかったんだけど！

 だいじょうぶだよ。

いっしょに 組
く

み立
た

て

直
なお

そう。

「わたしたちに 負
ふ

債
さい

の ある 者
もの

を みな 

ゆるしますから、わたしたちの 罪
つみ

をも 

おゆるしください。」（口
こう

語
ご

訳
やく

聖
せい

書
しょ

、

ルカによる 福
ふく

音
いん

書
しょ

 11:4）

 だれかが 君
きみ

を きずつけてしまったとしても、

ゆるしてあげるなら、それによって 君
きみ

は、わたしが 

君
きみ

を ゆるした ことを その 人
ひと

に 表
あらわ

しているんだ。

わたしは とても うれしくなるよ。

 たとえ だれかが した ことで いやな 気
き

持
も

ちに 

なったとしても、その 人
ひと

を ゆるしてあげるなら、

わたしは 君
きみ

の 心
こころ

の いたみを 取
と

り去
さ

り、また

幸
しあわ

せな 気
き

分
ぶん

に してあげよう。



音
おん

楽
がく

と 歌
うた

の おくり物
もの

 たとえ 自
じ

分
ぶん

では、歌
うた

や 楽
がっ

器
き

を 演
えん

奏
そう

するのが

上
じょう

手
ず

だとは 思
おも

わなくても、君
きみ

が わたしへの

賛
さん

美
び

を 歌
うた

ったり かなでたりする時
とき

、わたしには

美
うつく

しい 音
おん

楽
がく

が 聞
き

こえるよ！

 それは、君
きみ

の 心
こころ

からの 愛
あい

や 賛
さん

美
び

の 美
うつく

しい

音
おん

楽
がく

が、すばらしい 天
てん

の メロディーと なって、

わたしの 耳
みみ

に 入
はい

ってくるからだよ。

「主
しゅ

に 向
む

かって 喜
よろこ

びの 声
こえ

を あげよ。」

（聖
せい

書
しょ

、詩
し

篇
へん

 100:1より）



喜
よろこ

びの おくり物
もの

イエス様
さま

、きのう

 泳
およ

げたことを 感
かん

謝
しゃ

します。

きっと、植
しょく

物
ぶつ

たちは 雨
あめ

を

喜
よろこ

んでいるだろうな。

「主
しゅ

を 自
じ

分
ぶん

の 神
かみ

とする 民
たみ

は 幸
さいわ

いです。」

（聖
せい

書
しょ

、詩
し

篇
へん

 144:15より）

 君
きみ

が 幸
しあわ

せで いるのを 見
み

ると、わたしは うれしくなる。

 君
きみ

が 悲
かな

しく なったり、ふさぎこみそうに なる時
とき

は

いつでも、自
じ

分
ぶん

の 祝
しゅく

福
ふく

を 数
かぞ

える 時
じ

間
かん

を 取
と

ってごらん。

 わたしは、君
きみ

たちの 賛
さん

美
び

の 中
なか

に 住
す

んでいる。だから、

わたしが 君
きみ

たちのために してあげた 良
よ

いことの 

一
ひと

つ一
ひと

つについて 君
きみ

たちが 考
かんが

えるなら、わたしは 君
きみ

たちの

心
こころ

を 喜
よろこ

びで 満
み

たすことが できるって ことなんだ。

そしたら、共
とも

に その喜
よろこ

びを 分
わ

かち合
あ

えるね！



信
しん

仰
こう

の おくり物
もの

信
しん

仰
こう

「さて、信
しん

仰
こう

とは、望
のぞ

んでいる 事
こと

がらを 確
かく

信
しん

し、まだ

見
み

ていない 事
じ

実
じつ

を 確
かく

認
にん

することである。」

（口
こう

語
ご

訳
やく

聖
せい

書
しょ

、ヘブル人
びと

への手
て

紙
がみ

 11:1）

イエス様
さま

、あなたの

御
み

言
こと

葉
ば

には 「神
かみ

は、ご自
じ

身
しん

の 栄
えい

光
こう

の 

富
とみ

の 中
なか

から、あなたがたの いっさいの 

必
ひつ

要
よう

を、キリスト・イエスにあって

満
み

たしてくださるであろう。」と 書
か

いて   

 あります（聖
せい

書
しょ

、ピリピ4:19）。

 わたしは 君
きみ

たちに、信
しん

仰
こう

の おくり物
もの

を さずけた。だから、

君
きみ

たちが その おくり物
もの

を わたしに 返
かえ

してくれることを

願
ねが

っているよ。

 わたしからの 信
しん

仰
こう

の おくり物
もの

を、コインの たくさん 入
はい

った

袋
ふくろ

だと 思ってごらん。君
きみ

が わたしの 言
こと

葉
ば

を 忠
ちゅう

実
じつ

に 

勉
べん

強
きょう

するたびに、わたしは その袋
ふくろ

を また いっぱいに するんだ。

 １日
にち

を 通
とお

して、しょっちゅう この 袋
ふくろ

に 手
て

を のばし、君
きみ

が

わたしを 信
しん

頼
らい

している ことを 示
しめ

すため、信
しん

仰
こう

の コインを 

わたしに 差
さ

し出
だ

してごらん。

 何
なに

か、必
ひつ

要
よう

な ものは あるかい？ 祈
いの

って、信
しん

仰
こう

の コインを

一
ひと

つ、わたしに 差
さ

し出
だ

してごらん。そして、わたしが 君
きみ

たちの

必
ひつ

要
よう

物
ぶつ

を 供
きょう

給
きゅう

すると 信
しん

じるんだ。



おかしいなぁ。

車
くるま

が ちっとも 動
うご

かないんだ。

残
ざん

念
ねん

だけど、映
えい

画
が

館
かん

行
い

きは 延
えん

期
き

だな。

修
しゅう

理
り

屋
や

さんに 電
でん

話
わ

するよ。

イエス様
さま

は、聖
せい

霊
れい

を

通
とお

して 証
あか

しのための

 力
ちから

を くださると 

約
やく

束
そく

されました。3

 計
けい

画
かく

が 変
か

わったり、楽
たの

しみに していたことが

 中
ちゅう

止
し

に なったのかい？ 信
しん

仰
こう

の コインを わたしに 

差
さ

し出
だ

し、それでも わたしが 君
きみ

を ハッピーに 

してあげると 信
しん

頼
らい

していることを 示
しめ

してごらん。

「神
かみ

を 愛
あい

する 人
ひと

々
びと

のためには、神
かみ

が すべての ことを 働
はたら

かせて 

益
えき

と してくださる。」（新
しん

改
かい

訳
やく

聖
せい

書
しょ

、ローマ人
びと

への 手
て

紙
がみ

 8:28）

 3 使
し

徒
と

行
ぎょう

伝
でん

 1:8



わたしに 耳
みみ

を かたむけることの おくり物
もの

 わたしは、わたしの 書
か

かれた 

言
こと

葉
ば

を 通
とお

して 君
きみ

に 語
かた

るのが

大
だい

好
す

きだ。君
きみ

の 心
こころ

に 語
かた

りかける 

わたしの 声
こえ

を 通
とお

して 毎
まい

日
にち

 君
きみ

に

語
かた

りかけるのも、大
だい

好
す

きだよ。

 わたしに 耳
みみ

を かたむける 時
じ

間
かん

を

取
と

り、わたしが 言
い

うことに 従
したが

う時
とき

、

わたしは 君
きみ

の 質
しつ

問
もん

に 答
こた

えたり、

君
きみ

への 特
とく

別
べつ

な 愛
あい

を 示
しめ

すことも 

できるよ。

「わたしは あなたを 教
おし

え、あなたの 

行
い

くべき 道
みち

を 示
しめ

し、わたしの 目
め

を

あなたに とめて、さとすであろう。」

（口
こう

語
ご

訳
やく

聖
せい

書
しょ

、詩
し

篇
へん

32:8）



祈
いの

りの おくり物
もの

「すべての 聖
せい

徒
と

のために 祈
いの

り続
つづ

けなさい。」

（口
こう

語
ご

訳
やく

聖
せい

書
しょ

、エペソ人
びと

への 手
て

紙
がみ

 6:18）

 他
た

の 人
ひと

のために 祈
いの

る 時
じ

間
かん

を 取
と

りなさい：

 ● 両
りょう

親
しん

のため

 ● 兄
きょう

弟
だい

姉
し

妹
まい

のため

 ● 友
とも

だちのため

 ● まだ わたしを 知
し

らない 人
ひと

たちのため

 こういった 人
ひと

たちのために 祈
いの

る時
とき

、君
きみ

は 

わたしに 祈
いの

りの おくり物
もの

を しているばかりか、

彼
かれ

らにも、ものすごい おくり物
もの

を あげている

ことに なるんだ！ 君
きみ

の 祈
いの

りが、わたしが

彼
かれ

らの 人
じん

生
せい

で 特
とく

別
べつ

な ことを するのを 

可
か

能
のう

に するからだよ。



与
あた

えることの おくり物
もの

「与えよ。そうすれば、自
じ

分
ぶん

にも

与
あた

えられるであろう。」

（口
こう

語
ご

訳
やく

聖
せい

書
しょ

、ルカによる

福
ふく

音
いん

書
しょ

 6:38）

 クリスマスは、父
ちち

が 

一
ひとり

人息
むす

子
こ

の わたしを 

この世
よ

に 送
おく

り出
だ

した 日
ひ

だ。

 他
た

の 人
ひと

たちに 与
あた

えることで、

君
きみ

は わたしに 与
あた

えることの 

おくり物
もの

を していることに 

なるんだよ。「わたしの 

兄
きょう

弟
だい

である これらの 最
もっと

も

小
ちい

さい者
もの

の ひとりに したのは、

すなわち、わたしに したので 

ある。」（口
こう

語
ご

訳
やく

聖
せい

書
しょ

、

マタイによる福
ふく

音
いん

書
しょ

 5:40）

アンおばさん、わたしの

お人
にん

形
ぎょう

を エマへの クリスマス

プレゼントとして あげるわ。エマは、

いつも この お人
にん

形
ぎょう

で 遊
あそ

ぶのが 

好
す

きなの。



兄
きょう

弟
だい

愛
あい

の おくり物
もの

デイブおじさんの

番
ばん

だよ。

ふ～む・・・

どうしようかな。

 君
きみ

たちが 家
か

族
ぞく

や 友
とも

だちと 楽
たの

しく

過
す

ごしているのを 見
み

ると、わたしも

楽
たの

しくなるよ。

「見
み

よ。兄
きょう

弟
だい

たちが 一
ひと

つになって 

共
とも

に 住
す

むことは、なんという 幸
しあわ

せ、

なんという 楽
たの

しさであろう。」

（新
しん

改
かい

訳
やく

聖
せい

書
しょ

、詩
し

篇
へん

 133:1）



楽
たの

しさの おくり物
もの

イエス様
さま

の

おかげです！

イエス様
さま

のこと、

知
し

りたいですか？

幸
しあわ

せそうな

 子
こ

どもたちだな！

君
きみ

たち、すごく

幸
しあわ

せそうだね。どうして

そんなに 幸
しあわ

せなんだい？

「主
しゅ

を 自
じ

分
ぶん

の 神
かみ

とする

民
たみ

は 幸
さいわ

いです。」

（聖
せい

書
しょ

、詩
し

篇
へん

 144:15より）

 わたしの 子
こ

どもである 君
きみ

たちが 幸
しあわ

せで 

笑
わら

っていると、わたしも すごく うれしくなるよ！

君
きみ

たちが 幸
しあわ

せだと、その ほほえみの せいで 他
た

の 

人
ひと

たちも、なぜ 君
きみ

たちが そんなに 幸
しあわ

せなのか、

知
し

りたくなるんだ。そしたら、わたしのことを

教
おし

えてあげたら いい。

 わたしを 与
あた

えることで、その 人
ひと

たちも 幸
しあわ

せに

してあげられるよ。

「信
しん

者
じゃ

たちは、ますます 喜
よろこ

びに 満
み

たされた。」

（聖
せい

書
しょ

、使
し

徒
と

行
ぎょう

伝
でん

 13:52より）



感
かん

謝
しゃ

に 満
み

ちた 心
こころ

という おくり物
もの

イエス様
さま

、パパが

わたしたちのために

この 池
いけ

を 作
つく

るのを 助
たす

けて

くださったことを 

感
かん

謝
しゃ

します！

「すべての ことについて、神
かみ

に 感
かん

謝
しゃ

しなさい。」

（新
しん

改
かい

訳
やく

聖
せい

書
しょ

、エペソ人
びと

への 手
て

紙
がみ

 5:20）

 何
なに

かの ことで 幸
しあわ

せに 感
かん

じたり、愛
あい

されていると 

感
かん

じる 時
とき

には、その おくり物
もの

を わたしに 感
かん

謝
しゃ

する 

時
じ

間
かん

を 取
と

りなさい。



愛
あい

しているよ！

 愛
あい

する 人たちの 一
ひとり

人に ハグする 時
とき

には、

わたしに ハグしていて、わたしも 君
きみ

に 

ハグしていると 想
そう

像
ぞう

してごらん。

 君
きみ

の ハグは、みんなを 幸
しあわ

せに する。

それは、わたしが 彼
かれ

らを 愛
あい

していることを

思
おも

い出
だ

させるからだよ。

「兄
きょう

弟
だい

愛
あい

をもって 心
こころ

から たがいに 

愛
あい

し合
あ

いなさい。」（新
しん

改
かい

訳
やく

聖
せい

書
しょ

、

ローマ人
びと

への 手
て

紙
がみ

 12:10）

  そして

君
きみ

が 他
た

の 人
ひと

に

幸
しあわ

せを 注
そそ

ぎ出
だ

す

時
とき

は いつでも、

わたしも 君
きみ

に 

幸
しあわ

せを 注
そそ

ぎこむんだ。

たがいに ハグを

することで、わたしに 

この ハグの おくり

物
もの

を 与
あた

えてほしい！
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ハグの おくり物
もの


